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こ の実施結果報告書は， ま ちづく り 懇談会≪宝木地区≫における 発言の要旨

をま と めたも のです。  

 

１  開催日時 令和６ 年２ 月２ ６ 日（ 月） ※書面開催 

 

２  開催場所 宝木地域コ ミ ュ ニティ ーセンタ ー 

 

３  参加者数 ５ 人（ 市出席者除く ）  

 

４  市出席者 市長， 北市民活動センタ ー所長， 広報広聴課長 

 

５  懇談内容 

（ １ ） 市長あいさ つ 

（ ２ ） 回答書 手渡し  

（ ３ ） 地域代表挨拶 

（ ４ ） 地域と の意見交換 

 

６  地域から の意見 

（ １ ） 地域代表意見 

№ テ ー マ 所管課 

１  
Ｌ Ｒ Ｔ のＪ Ｒ 宇都宮駅西側延伸と Ｎ Ｃ Ｃ のま ちづ

く り について 

Ｎ Ｃ Ｃ 推進課，Ｌ Ｒ Ｔ 整備

課， 交通政策課 

２  新川・ 駒生川における 溢水対策について 
下水道建設課，下水道管理

課， 河川課 

３  
宝木小学校周辺道路の登下校時の渋滞問題につい

て 
道路建設課， 学校健康課 

（ ２ ） 自由討議 

№ 要   望 所管課 

１  
（ 仮称） 大谷ス マート イ ンタ ーチェ ンジ整備事業

の現状について 
道路建設課 

２  
健康の森西側道路（ 市道 2457 線） の歩道工事につ

いて 
道路建設課 

３  地域のデジタ ル化の推進について 
みんなでま ちづく り 課，デ

ジタ ル政策課 
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■地域代表意見１  

市長におかれま し ては， 昨年８ 月２ ６ 日に長年の悲願である ， Ｊ Ｒ 宇都宮駅

東側における 芳賀・ 宇都宮Ｌ Ｒ Ｔ の開業を実現さ れ， 宇都宮を 全国に知ら し め

たこ と は， 宇都宮市民と し て， 非常に喜ばし いこ と であり ま す。  

さ て， 宝木地区は， 宇都宮環状線をはじ めと し た道路網の発達と と も に， バ

ス 路線が充実し ており ， 大規模な商業圏が形成さ れ， 福祉施設や医療機関にも

恵ま れた非常に住みやすいま ちだと 認識し ており ま す。  

し かし ながら ， こ のよ う な地区においても ， 少子高齢化は着実に進行し てい

く も のと 考えており ま す。 宇都宮市と し ても ， そのよ う な将来社会を 見越し 長

期的なま ちづく り の目標と し て掲げている ネッ ト ワ ーク 型コ ンパク ト シティ で

すが， Ｌ Ｒ Ｔ 駅西側延伸を見据え， 整備区間が「 宝木１ 丁目・ 駒生１ 丁目付近

（ 教育会館付近）」 ま でと さ れる 中， 宝木地区エリ アの都市機能の充実を ， ど の

よ う に取り 組んでいく のか， Ｌ Ｒ Ｔ の建設計画の現状と 今後の見通し に併せ，

伺いたいと 思いま す。  

我々， ま ちづく り 組織と し ても ， 令和元年に策定し た地域ビ ジョ ンの将来像

「 心豊かに暮ら せる ま ち 宝木」 を 目指し ，「 住んで良かっ た」「 こ れから も 住

み続けたい」 ま ちづく り に取り 組んでいる と こ ろであり ま す。 是非， 地区理念

の実現のためにも ， 今後の市の方針を踏ま えま ちづく り に取り 組んでいき たい

と 考えま すこ と から ， Ｌ Ｒ Ｔ が沿線だけでなく ， 誰も が利用でき る ， 利用し や

すい交通手段になる よ う ， ま た， 建設計画推進の際は， 随所で地域と の意見交

換を 通し た進捗と なる よ う お願いし ， 意見と いたし ま す。  

 

 宝木地区の皆様には， 地域の将来像である 地域ビ ジョ ンの実現に向けて， 皆

さ ま が一丸と なり 地域づく り に取り 組んでいただいている こ と ， ま た， Ｌ Ｒ Ｔ

事業を はじ めと し た本市のま ちづく り へ御理解， 御協力いただき 感謝申し 上げ

ま す。  

宝木地区におき ま し ては， Ｎ Ｃ Ｃ を牽引する 都市拠点に隣接し ており ， 地域

住民の皆様が便利に暮ら し 続けら れる よ う ， 都市拠点への日常生活に必要な

様々な機能の誘導や， 大谷街道など ， 住む人が移動し やすい幹線バス 路線等の

公共交通沿線における 居住誘導など に取り 組むと と も に， Ｌ Ｒ Ｔ の駅西側延伸

など 公共交通ネッ ト ワ ーク の充実に取り 組んでおり ま す。  

ま ず， Ｌ Ｒ Ｔ の建設計画につき ま し ては， Ｎ Ｃ Ｃ 形成の一層の推進と その効

果が 早期に発現でき ま すよ う ，「 Ｊ Ｒ 宇都宮駅東口停留場から 宝木町１ 丁目・

駒生１ 丁目（ 教育会館） 付近」 を 整備区間と 設定し ， 都市拠点形成など 沿線の

ま ちづく り と 一体と なっ て取り 組むと と も に， Ｌ Ｒ Ｔ 導入後の大通り のあり 方

等につき ま し て， 道路管理者である 県など の関係機関と 協議・ 調整を 進めてお

テーマ Ｌ ＲＴのＪ Ｒ宇都宮駅西側延伸と ＮＣＣのまちづく り について 

回 答 所管課：  Ｎ Ｃ Ｃ 推進課， Ｌ Ｒ Ｔ 整備課， 交通政策課 
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り ま す。  

こ う し たＬ Ｒ Ｔ の整備の進展に併せ， 宝木地区の教育会館付近におき ま し て

は， 周辺に公共施設など 目的施設が多く ， Ｌ Ｒ Ｔ の整備によ り 住む人や学ぶ・

働く 人など を 中心に多く の人が行き 交う こ と から ， よ り 一層， 住む人や公共交

通利用者の利便性向上につながる 機能の誘導等を検討し てま いり ま す。  

ま た， Ｌ Ｒ Ｔ の導入にあたり ま し ては， バス 路線の再編や地域内交通の導入

支援を 行う など ， Ｌ Ｒ Ｔ 沿線のみなら ず， Ｌ Ｒ Ｔ と 効率的に連携し た公共交通

ネッ ト ワ ーク の構築を 図る と と も に， 現在実施し ている Ｌ Ｒ Ｔ ， バス ， 地域内

交通間での乗継割引につき ま し て， 令和６ 年度から はバス と バス の乗継も 対象

と なる よ う 制度を拡充する など ， 誰も が利用し やすい移動環境の創出に努めて

ま いり ま す。  

 地域と の意見交換につき ま し ては， 駅西側の沿線住民の皆様など を 対象に，

Ｌ Ｒ Ｔ を含めた公共交通への利用転換の促進やＮ Ｃ Ｃ のま ちづく り についての

「 ラ イ ト ラ イ ン体験会・ 意見交換会」 を 開始し たと こ ろであり ， 宝木地区にお

き ま し ては， ３ 月１ ３ 日に実施を 予定し ており ま す。 今後も 事業の進捗に合わ

せ， 駅西側のＬ Ｒ Ｔ 沿線住民の皆様など と の意見交換等を 重ねていき たいと 考

えており ま す。  

さ ら に， Ｊ Ｒ 宇都宮駅西口に移設いたし ま し た， ラ イ ト ラ イ ンやま ちづく り

の情報発信拠点である 「 オープンス ク エア」 や， お住いの地域においてパネル

展示など を 実施する オープンハウ ス 等を 通じ て， 広く 市民の皆様へのま ちづく

り への理解促進に取り 組んでま いり ま す。  

今後と も ， ２ ０ ３ ０ 年代前半のＬ Ｒ Ｔ 駅西側開業をはじ め， 本市の魅力ある

ま ちづく り に取り 組んでま いり ま す。  

 

■地域代表意見２  

宝木地区では， 毎年， 防災訓練を 実施し ている と こ ろですが， 今年度１ １

月２ ９ 日実施の防災訓練においては， 初めて， 地域が避難所運営を行わなく

てはなら ない状況を想定し た， 避難所開設初期支援に特化し た訓練を 実施し

たと こ ろであり ま す。  

防災に関し ては， こ れま でも ， 地区防災計画の策定のほか， 避難所と なる

宝木小，西が岡小にワ ンタ ッ チパーテーショ ンや簡易ト イ レ を 配備する など ，

有事の際には地域で対応でき る 自助努力に努めてき ており ま す。  

市におかれては， 前回のま ちづく り 懇談会で， 市長と 意見交換さ せていた

だいた際， 新川の溢水， 浸水被害に対し ， 護岸のかさ 上げや調整池（ ※１ ）

の整備を実施し ていただいたこ と に， 感謝の意を表する 次第です。   

ま た， 雨水によ る 浸水被害を軽減する ため， 新川の水の一部を 駒生川に放

流する 雨水幹線の整備に着手し ていただいており ま すが， 令和元年台風１ ９

号の際には， 避難所と なる 宝木小学校西側では溢水すれすれの雨量の増水が

テーマ 新川・ 駒生川における 溢水対策について 
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あっ たこ と から ， 雨水幹線近隣住民から は， 駒生川は大丈夫なのか， と の不

安の声が多数聞かれており ま す。実際，近年は，線状降水帯など の集中豪雨，

温暖化によ る 大型台風が予想さ れ， 想像以上の雨量も 懸念さ れる 状況である

のは， 言う ま でも あり ま せん。  

こ のよ う な状況下において， 今後の雨水幹線の整備に当たっ ては， 新川は

も ちろんのこ と 駒生川においても ， 溢水， 氾濫など の事態に対処でき る と い

う 整備基準の科学的な根拠（ ※２ ） を示し ていただく こ と をお願いいたし ま

す。  

併せて， 雨水幹線整備完成ま での間， いつ発生する かわから ない新川の溢水

被害の軽減を 図る ためにも ， 新川調整池の拡張や更なる 掘り 下げなど を， 早急

に， 対策し ていただき たい。 新川， 駒生川については， 未だ， 住民の不安解消

につながっ ていないこ と から ， 周辺住民の皆さ んが安心し て暮ら せる よ う 意見

さ せていただき ま し た。 よ ろし く お願いいたし ま す。  

 

※１  宝木町２ 丁目地内（ 西が岡小西北）（ 平成２ ２ 年整備）  

※２  現在の整備計画が示す５ 年確率降雨量 62. 2 ㎜/h， 過去 10 年間におい

て被害を も たら し た平均雨量 20 ㎜/h に対応可能な整備水準が， 近年，

各地で大規模被害を も たら し ている ゲリ ラ 豪雨に対応でき る 水準である

か， 最新の降雨データ 等を使用し 示し ていただき たい。  

 

宝木地区の皆様には，日頃よ り 地域の防災活動に取り 組んでいただいており ，

感謝申し 上げま す。  

本市の雨水対策につき ま し ては，「 宇都宮市総合治水・ 雨水対策推進計画」 に

基づき ，「 流す」「 貯める 」「 備える 」 の３ つの柱のも と ， 自助・ 共助・ 公助によ

る 総合的な治水・ 雨水対策を 推進し ている と こ ろであり ま す。  

具体的な取組と いたし ま し ては， 令和元年東日本台風で被害を 受けた田川・

姿川におき ま し て， 県によ る 河川整備と 市によ る 田んぼダムなど の取組を 連携

し て実施する と と も に， 市管理河川流域では， 床上浸水が想定さ れる 河川を 重

点的に整備する こ と に加え， 公園等の公共施設における 雨水貯留施設を設置す

る など ， 早期の溢水軽減に向け取り 組んでき たと こ ろであり ま す。  

駒生川雨水幹線につき ま し ては， 栃木県で定めた基準を 採用し ， ５ 年に一度

程度と なる ６ ２ ．２ ㎜/hの降雨量で対応でき る 整備を 行っ ている と こ ろであり ，

御意見のと おり ， 地球温暖化等の影響によ り ， 災害の更なる 激甚化も 想定さ れ

ま すこ と から 必要な対策について検討し てま いり ま す。  

ま た， 新川につき ま し ては， 現在， 駒生川への負荷軽減も 含め， 上流域での

新たな調節池の整備など の検討を 進めている と こ ろであり ， こ れら の検討結果

が明ら かになり ま し たら ， 地域の皆様にその内容を 丁寧にお示し し てま いり ま

す。  

回 答 所管課：  下水道建設課， 下水道管理課， 河川課 
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雨水幹線整備完成ま での間の対策につき ま し ては， 既存の河川や調整池の能

力を 十分に発揮でき る よ う ， 引き 続き ， 定期的な浚渫や除草など 適切な維持管

理を 行っていく と と も に， 今年度新たに， 新川に監視カメ ラ を 設置する など 河

川の監視体制を強化し たと こ ろであり ， 大雨時における パト ロ ールや土嚢の設

置など , こ れま で以上に速やかな応急対応によ り 被害の未然防止に努めてま い

り ま す。  

今後と も ， 激甚化・ 頻発化する 豪雨に対応する ため， 河川及び雨水幹線の水

を安全に流せる よ う 溢水被害の軽減対策を行っ てま いり ま す。  

 

■地域代表意見３  

（ 仮称） 大谷ス マート イ ンタ ーチェ ンジ整備事業計画実施に当たっ ては，

交通実態調査など を踏ま え， 地域の安全性に配慮し た対策を 検討し ていただ

いており ， 建設後の地域内の交通網における 実効性のある 十分な対策を 講じ

ていただき たいと 考えま すが， 現在の道路状況についての改善についてお伺

いいたし ま す。  

宝木小学校周辺道路の通学路は， 非常に狭く 入り 組んでいる 生活道路が多

く ， 特に， 登下校時においては， 車両と のすれ違いの際は， 非常に危険な状

態であり ， ま ちづく り 組織でも ス ク ールガード の活動を 行っ ており ま すが，

雨の日など は， 児童の傘を さ す姿をひやひやし ながら 見守っ ている 状況であ

り ま す。  

こ れは， 児童の通学時間， 山崎街道（ 市道 863 号線） から ， 宇都宮環状線

に入る ための渋滞をさ けよ う と 生活道路に進入する 車両， ま た， 環状線の渋

滞を 避ける ため， 学校周辺道路に進入し 北進する 車両など ， 幹線の抜け道に

利用さ れている こ と が原因だと 考えており ま す。  

こ れら の問題に対し ， 現在， 宝木小北側の歩行者専用橋の整備など を 実施

し ていただいたと こ ろ ではあり ま すが， 周辺道路の危険回避には， 更なる 対

策も 必要である と 感じ ており ， イ ンタ ーチェ ンジ開通後， 交通量が増えてか

ら の対応では遅いと 考えており ま す。 特に， 宝木小周辺道路の危険回避の対

策については， 早急の対応を お願いいたし ま す。  

対策と し て， 地域では， 登校時の周辺道路から の車両進入の時間規制が有

効と 考えており ま すこ と から ， 市におかれま し ては， 是非， 中心になっ て，

警察等関係機関へ働き かけていただく と と も に， 引き 続き ， 地域意向を 踏ま

えた対策を 検討いただく こ と をお願いいたし ま す。  

宝木地区では，「 交通安全推進協議会」 において， 自治会長， ス ク ールガード

や学校長など をメ ンバーに， 地域の安全性の確保について協議を 重ねており ，

今回意見は， 会議を通じ た地域意見である こ と を伝え， 意見と いたし ま す。  

 

 

テーマ 宝木小学校周辺道路の登下校時の渋滞問題について 
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日頃よ り ， 宝木地区の皆様には， 地域の交通安全対策の推進に御理解・ 御協

力を いただき ， 大変感謝申し 上げま す。  

本市では，（ 仮称） 大谷ス マート イ ンタ ーチェ ンジ事業に伴い， 地域住民の皆

様の生活環境に配慮し ， 令和２ 年度に， 関係する 宝木小学校並びに城山東小学

校の学校関係者や地域の代表者から 成る「 安全対策等検討協議会」を立ち上げ，

その中で， 学校関係者を はじ め， Ｐ Ｔ Ａ や地元自治会など ， 地域の皆様の御協

力のも と ，意見交換を重ね，通学路の安全対策を 進めてき たと こ ろであり ま す。  

そのよ う な中， 山崎街道から 宝木小学校北側を通り ， 宇都宮環状道路を 結ぶ

市道につき ま し ては， 朝夕を 中心に多く の交通量がある こ と から ， 安全協議会

におき ま し て対策を検討し ， 山崎街道と の交差点に， 右折抜道利用の抑制や，

事故防止のための注意喚起と し て， 標識， 回転灯及び路面標示の整備を行っ た

と こ ろであり ま す。  

ま た， 児童がよ り 安全な道路を 通れる よ う ， 宝木小北側の歩行者専用橋等の

整備を 実施し ， 令和５ 年１ １ 月に供用を 開始し たと こ ろであり ま す。  

時間帯交通規制の導入につき ま し ては， 御要望頂いた箇所においては， 既に

地域から 交通管理者である 警察へ要望を 出し ていただいている と 伺っ ている ほ

か， 市から も 安全協議会にて頂いた意見と し て， こ れま で警察へ伝えている と

こ ろであり ， 今後も ， 安全協議会において， 意見交換を密に行い， 警察と も 連

携し ながら 対策を実施し てま いり ま す。  

引き 続き ， 安全対策等検討協議会を活用し ， 通学路の安全対策に係る 更なる

取組について， 整備箇所の効果検証も 含めて， 皆様の意見を伺いながら 進めて

いき ま す。  

 

■自由討議意見１  

（ 仮称） 大谷ス マート イ ンタ ーチェ ンジ整備事業計画の現状についてお伺い

いたし ま す。  

宝木地区は， 幹線道路を中心に利便性の高い住宅地と し て発達し ， 住みやす

いま ちであり ま すが， 一方で， 生活道路は狭隘( き ょ う あい) であり ま すこ と か

ら ， 宇都宮環状線， 山崎街道など から ， 渋滞を 避ける ために生活道路に侵入す

る 車両で登下校する 児童の危険に対し ， 子育て世代から の不安の声が多数聞か

れている のは， 先ほど の意見のと おり であり ま す。  

そのよ う な中， イ ンタ ーチェ ンジ建設によ り ， 更に地域内住宅地への交通量

の増加が懸念さ れる こ と から ， 地域と し ても ， 建設開通後の地域の安全確保の

ための対策を 講じ る 必要がある と 考えており ま す。  

ま た， 令和元年のま ちづく り 懇談会においては， イ ンタ ーチェ ンジ建設にか

かる 意見が多数聞かれま し た。  

そこ で， 本日は， 改めて， こ れま での地域と の意見交換の状況や， 意見等を

回 答 所管課： 道路建設課， 学校健康課 

意 見 (仮称)大谷スマート インターチェンジ整備事業の現状について 
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踏ま えた， 現在の計画内容と 進捗状況， 今後の交通量の変化によ る 対策など 総

合的に伺いたいと 思いま す。  

ま た， 地域の安全対策については， 地域の実情を 踏ま えた対応が必要と 考え

ま すこ と から ， 計画の変更や進捗があっ た際には， 報告や意見交換など ， 地域

に寄り 添っ た対応をお願いし ， 意見と いたし ま す。  

 

日頃よ り ， 宝木地区の皆様には，（ 仮称） 大谷ス マート イ ンタ ーチェ ンジ整備

事業に御理解と 御協力を いただき ， 大変感謝申し 上げま す。  

（ 仮称） 大谷ス マート イ ンタ ーチェ ンジにつき ま し ては， 高速道路と の広域

道路ネッ ト ワ ーク が形成さ れる こ と によ り ， 市民や来訪者など の交通利便性の

向上， 救急救命活動への支援や防災機能の強化， さ ら には大谷地域を はじ めと

する 地域振興を図る こ と を目的と し て進めており ， 現在は， 共同事業者である

ネク ス コ 東日本と の連携のも と ， 用地取得， 周辺幹線道路の整備及び通学路の

安全対策を 実施し ている と こ ろであり ま す。                  

地元への情報提供についてであり ま すが， こ れま で， 事業目的や整備効果は

も と よ り ， 事業の進捗や進め方など についての周知のため， ５ 回の地元説明会

を開催し てき たほか， 令和３ 年度以降は， コ ロ ナ禍においても 事業への理解促

進を 図る ため， 人数を 分散さ せつつ， 事業に対する 進捗に合わせた説明や意見

交換が可能なオープンハウ ス に切り 替える など の工夫を図り ながら ， こ れま で

計７ 回開催し ており ま す。  

さ ら に， ス マート イ ンタ ーチェ ンジの整備に伴う 交通量の変化に対し ま し て

は， 周辺道路における 車両交通の円滑化や歩行者の安全を 図っ ていく こ と が必

要不可欠であり ま すこ と から ， 周辺の幹線道路について， 拡幅整備や交差点改

良等を 継続的に実施し ており ， 道路拡幅と 併せ， 安全な歩行環境の確保等に努

めている と こ ろであり ま す。  

ま た， 先ほど の地域代表意見３ でも 御説明さ せていただいたと おり ， 令和２

年よ り 宝木小学校・ 城山東小学校の２ 校において，「 安全対策等検討協議会」 を

設け， 地元から の意見や地域の実情に応じ た安全対策を検討し ， 協議会で御意

見を 伺いながら ， 整備を 進めており ま す。  

引き 続き ， 事業の進捗に応じ て， 適切な情報提供を行う ほか， 地域と の意見

交換の場を 設けさ せていただき ， 地元の皆様から 御意見を 伺いながら ， 事業を

進めてま いり ま す。  

 

■自由討議意見２  

同じ く ， 宝木小学校周辺道路について， 伺いたいと 思いま す。  

健康の森西側道路， 市道２ ４ ５ ７ 線において， 現在， 歩道の拡幅工事が行

回 答 所管課： 道路建設課 

意 見 健康の森西側道路（ 市道 2457 線） の歩道工事について 
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われており ま す。  

子ど も たちなど 歩行者の安全確保のため， 施工の着手に感謝し ており ま す

が， 工事が断片的に行われている と 見受けま す。 施工が断片的に行われてい

る 理由がある のか， 説明をお伺いいたし ま す。  

ま た， ス マート イ ンタ ー建設によ る 交通量が増加する 前に， 是非， 早期の完

成を お願いいたし ま す。  

 

日頃よ り ， 宝木地区の皆様には， 地域の交通安全の推進に御理解・ 御協力を

いただき ， 大変感謝申し 上げま す。  

市道２ ４ ５ ７ 号線の工事につき ま し て， 御意見を いただいた断片的な施工と

なっ ている 主な理由は， 安全な道路環境の整備に向け， 早期の完成に努めてい

る と こ ろであり ，工事にあたっ ては，地元地権者の御理解と 御協力をいただき ，

用地を 確保でき たと こ ろから ， 順次， 整備を 行っている ためであり ま す。  

ま た， 工事にあたっ ては， 整備によ り 広がる 歩道と 従来から ある 歩道と の接

続箇所をス ムーズにつなぎ， 歩行者の安全確保を最優先に考え， 工事を進めて

おり ま す。  

引き 続き ， 権利者や地域の皆様の御理解と 御協力を頂き ながら ， 早期完成に

向け， 用地取得及び， 取得箇所の工事を 進めてま いり ま す。  

 

■自由討議意見３  

市では， デジタ ル化の推進を重点事業と し て， 進めていま すが， 高齢者が中

心と なっている 地域運営においては， 意識の差は歴然と し ており ， デジタ ルと

聴く だけで拒否反応を 示す人も 多く いら っし ゃる のが， 現状であり ま す。  

ま た， ま ちづく り 活動は， 人と 人のつながり が最重要と 考えており ま すが，

一方で， 今後は， 情報の共有や伝達， ペーパーレ ス 化など ， 地域活動において

も ， デジタ ル化が重要になっ てく る と 考えており ま す。  

今年度， 宝木地区では， 市みんなでま ちづく り 課やデジタ ル政策課の職員の

皆さ んにアド バイ ス を 受けながら ， 自治会など 団体の役員や活動の担い手の中

心と なる 人を 中心に，「 魅力ある 自治会づく り 支援事業補助金」 を 活用し ， Ｐ Ｔ

Ａ 役員など 若い世代の皆さ んにも お手伝いを いただき ながら ， ス マホ教室やパ

ソ コ ン教室を 開催し てま いり ま し た。  

こ う し た状況ではあり ま すが， 今後， 地域においても ， 市や関係機関から 配

付さ れる 膨大な資料を 基に開催する 地区内自治会長会議など において， 市や関

係機関から ， 全地区に配付さ れる 機密文書を 除く 資料をデータ でフ ァ イ ル化し

ていただき ， タ ブレ ッ ト など を活用し ， 会議に活用し ていく こ と で， 膨大な印

刷資料のペーパーレ ス 化につなげていければと 考えている と こ ろであり ま すが，

回 答 所管課： 道路建設課 

意 見 地域のデジタ ル化の推進について 
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いかがでし ょ う か。  

ま た， 触る こ と から 始ま る 状況で， ゼロ から の出発と いう 意味で， 小学校に

貸与し ている よ う にタ ブレ ッ ト を 各自治会に貸与し ていただき たいと 考えま す

が， 可能でし ょ う か， 併せて， 伺いま す。  

 

宝木地区の皆様には， デジタ ルを 活用し た地域活動の活性化や担い手確保を

目指し ， 特色ある ま ちづく り 活動に積極的に取り 組んでいただいており ， 大変

感謝申し 上げま す。  

デジタ ル社会が急速に進展する 中， 地域におき ま し てデジタ ルを積極的に活

用し ， 会員間のコ ミ ュ ニケーショ ンの活発化や， 自治会運営の効率化によ る 役

員の負担軽減など につなげていく こ と が大変重要である と 認識し ており ま す。  

こ う し たこ と から ，本市ではこ れま で，「 魅力ある 自治会づく り 支援事業補助

金」 によ る 自治会活動のデジタ ル化の支援や， ス マート フ ォ ンの基礎的な操作

方法等を学ぶ「 ス マホ基礎講座」 の開催など に取り 組んでいる と こ ろであり ま

す。  

さ ら に， 今年度から 新たに， ス マート フ ォ ンの操作方法など を 教える 地域の

ボラ ンティ ア「 宮デジサポータ ー」 の養成や，「 デジタ ル活用アド バイ ザー」 の

派遣によ る 地域のデジタ ル活用を 支援する 出前講座の実施に加え， 地域におけ

る 主なデジタ ルツ ールの導入方法など を 整理し た「 ガイ ド ラ イ ン」 の作成にも

取り 組んでいる と こ ろであり ， 宝木地区におき ま し てデジタ ル化を推進する 際

に， ぜひ御活用く ださ い。  

御提案の自治会長会議等における 配布資料のデータ 提供につき ま し ては， 会

議の運営に係る 事務負担の軽減につながる こ と から ， 本市から データ 提供を 積

極的に行っ てま いり ま す。  

次に， 自治会等における デジタ ル活用への支援につき ま し ては， 現在， タ ブ

レ ッ ト の購入を含め， 自治会等における デジタ ル活用を促進する ための補助制

度の充実を 検討し ている と こ ろであり ， 詳細な内容が具体化さ れた際には， 宝

木地区の皆様に周知し ていき ま すので， 活用を 御検討く ださ い。  

今後と も ， 地域のデジタ ル化の推進にあたり ま し ては， 地域の伴走支援を 行

う 北市民活動センタ ーに気軽に御相談いただき ， 市と し ても 様々な部署が連携

し て支援を 行ってま いり ま す。  

回 答 所管課： みんなでま ちづく り 課， デジタ ル政策課 


